
 

 

 
 



★赤色巨星のような拡がった大気や、新星風・中性子風などの天体風は球対称にはみえないということについて 

 太陽のような矮星の場合、表面付近で密度変化が非常に大きく、光球は星

表面の薄皮領域になる。したがって、光球の形状はほぼ球形になる。また、

連続光放射も線スペクトル形成も平行平板近似が使える。 
 しかし、赤色巨星のように拡がった大気や、星風の場合は、密度変化は非

常にゆるやかになるので、平行平板近似が使えなくなる。そして、いわゆる

光球半径Rphotoは、無限遠から測った光学的厚みが1（あるいは2/3など）で

定義されるが、観測者が実際に観測する面は、観測者の視線方向に測った光

学的厚みが1の曲面であり、一般に、球形から大きくずれる。 
この面を見かけの光球（擬光球）と呼ぶ。 
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 たとえば、不透明度も速度も一定と置けば、上の積分は簡単に実行できて、

光球半径と見かけの光球の位置は、それぞれ以下となる。また右図の破線が

光球半径で、実線が擬光球である（図の単位では±1で発散する）。 

 
 見かけの光球が非球形になるため、擬光球面での温度は大きく変化し、周縁減

光効果も非常に大きなものとなる。また、線スペクトル形成もさまざまな温度・

深さで起こり、平行平板近似のものとは大きく違ってくる。さらには、波長によ

っても見かけの光球は違って見えるので、そもそも光球を定義すること自体が困

難になる。この問題は、1970年代にはしばしば注意喚起されていたようだが、最

近はあまり注意されていないように思える。巨星や星風の観測や解釈では、いっ

たいどこを見ているのかについて、気を付ける必要がある。より一般的に、星々も降着円盤も、すべて半透明の

ガス体なので、スペクトルを考える際には、基本的には輻射輸送の取り扱いが必要になるだろう。 
 余談だが、Hubeny and Mihalasによる最近の大著 “Theory of Stellar Atmosphere” の序文は興味深い。1970
年代か1980年代だと思うが、星の内部構造でノーベル物理学賞を取ったファウラー（うろ覚え）だかに、星の

表層は星全体の1%ぐらいで、星の内部構造や進化に関係ないし、そんな研究は無意味だ、みたいなことを言わ

れたことがグチグチ書いてある。そして、最近の研究で、これだけ重要なことがわかってきた、みたい言い訳が

グチグチ書いてある。大家でもこんなこと書くんだ（笑）。うろ覚えなので、是非、一読して見て欲しい。 
 
★タイトルの相対論的球対称風の輻射輸送は、そろそろ？受理される論文（Fukue 2016/2017）を参照。 

★輻射輸送の勉強には、近刊の梅村雅之他『輻射輸送と輻射流体の基礎』（日本評論社）を役立ててください。 

 
 


